
二　　　　　　　　科 2019. 6. 30  No.751

No.75　contents

春 季

 2	 春季二科展開催
 3	 〈絵画〉春季展に想うこと
 4	 〈絵画〉春季展受賞作品寸評　私の選ぶ作品寸評
 6	 〈彫刻〉総評　細井良夫先生の思い出
 7	 〈彫刻〉受賞選抜者作品
 8	 第103回二科展巡回展　2019春季二科展	選抜出品者
11	 パリ賞研修報告　第104回二科展巡回展日程（予定）
12	 第104回展に向けて　支部通信
	 	 （愛媛支部・高知支部合同展　沖縄支部支援　熊本・長崎合同絵画展
	 	 北海道支部展　東北支部連合展）
13	 Ｑ＆Ａ	二科会の支部についてもっと知りたい！！
14	 第41回定時会員総会　「キッズゲルニカ」国際プロジェクトコラボ
15	 訃報　第104回二科展	コラボ展示・イベントのご案内
16	 第104回二科展日程表　お知らせ　短信　事務局だより
	 	 2019春季二科展の展示者数と展示点数　編集後記

発行人：田中 良　発行：公益社団法人 二科会
https://www/nika.or.jp/　TEL：03-3354-6646

表紙：黒川彰夫



二　　　　　　　　科二　　　　　　　　科 2019. 6. 30  No.752019. 6. 30  No.75 23

　

い
き
な
り
私
事
で
恐
縮
だ
が
、

こ
の
歳
に
な
り
、
見
え
な
か
っ

た
も
の
が
少
し
視
え
て
き
て
、

描
く
こ
と
が
よ
り
面
白
く
な
っ

た
。
し
か
し
、
思
い
違
い
や
忘

れ
る
こ
と
が
日
常
で
、
思
わ
ず

た
め
息
を
つ
く
今
日
こ
の
頃
で

あ
る
。

　

今
年
の
春
季
展
、
選
抜
さ
れ

た
29
人
の
内
10
人
が
大
作
を
出

品
、
こ
れ
か
ら
の
二
科
展
を

担
っ
て
く
れ
そ
う
な
絵
も
目
に

絵画部
春
季
展
に
想
う
こ
と

中
原	

史
雄

選抜作家展示　１室

2019春季二科展
2019．4．17～4．24

東京都美術館

会場入口

春季二科賞　津田佐千子さん

ギャラリートーク

留
ま
っ
て
、
会
が
目
指
す
新
進

作
家
育
成
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ

た
。
春
季
二
科
賞
は
石
川
県
の

津
田
さ
ん
に
輝
き
、
春
季
賞
は

神
奈
川
の
縄
井
さ
ん
と
鹿
児
島

の
吉
元
さ
ん
が
受
賞
。
会
員
81

名
に
よ
る
投
票
だ
っ
た
が
、
地

域
の
片
寄
り
も
な
く
決
め
る
こ

と
が
出
来
た
の
も
よ
か
っ
た
。

　

さ
て
、
こ
の
展
覧
会
の
も
う

一
つ
の
趣
旨
は
、
会
員
が
実
験
的

作
品
を
発
表
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
が
、
会
場
に
は
１
０
０

号
や
50
号
の
作
品
が
ず
ら
り
と

並
ん
で
い
て
、
新
し
い
試
み
の
形

跡
は
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
い
の

　

新
緑
目
映
い
上
野
。
東
京
都

美
術
館
で
、
平
成
最
後
の
春
季

二
科
展
が
開
催
さ
れ
た
。
春
季

展
は
会
員
と
、
昨
年
の
二
科
展

受
賞
者
か
ら
選
抜
さ
れ
た
者
の

作
品
展
示
で
あ
る
。
初
日
は
平

日
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
参

観
者
の
長
蛇
の
列
に
、
改
め
て

伝
統
の
重
み
と
、
そ
の
責
任
を

春
季
二
科
展　

開
催

田
中　

良

が
残
念
で
あ
る
。
改
め
て
一
人
一

人
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
姿
勢
を

持
つ
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
単

に
空
間
が
足
り
な
い
か
ら
で
は

な
く
、
秋
の
本
展
と
は
異
な
っ

た
魅
力
的
な
展
覧
会
と
す
る
た

め
に
は
何
を
す
る
べ
き
か
の
見

直
し
が
必
要
だ
ろ
う
。

　

二
科
展
が
上
野
か
ら
六
本
木

に
移
っ
た
平
成
19
年
７
月
、
当

時
の
織
田
理
事
長
名
で
役
員
選

挙
検
討
委
員
会
の
委
員
委
嘱
状

が
届
い
た
。
絵
画
部
５
名
、
彫

刻
部
３
名
、
委
員
長
は
田
中
良

理
事
長
だ
っ
た
。
何
回
も
の
熱

い
議
論
の
末
、
役
員
選
挙
の
枠

痛
感
し
た
。
今
年
は
絵
画
・
彫

刻
の
展
示
委
員
が
数
回
に
及
ぶ

話
し
合
い
で
融
合
展
示
を
試
み

た
結
果
、
従
来
と
は
少
し
違
っ

た
雰
囲
気
の
展
示
と
な
っ
た
。

　

出
品
者
の
老
齢
化
が
進
む

中
、
励
ま
し
合
い
、
反
省
し
て
、

秋
の
第
１
０
４
回
二
科
展
に
備

え
て
努
力
を
重
ね
た
い
。

選抜作家展示　２室

会員展示　３室

会員展示　10室

レセプション　乾杯・菅原常務理事

を
超
え
た
改
革
を
答
申
、
そ
れ

が
今
日
の
公
平
な
審
査
の
土
台

に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
会
議
の

な
か
で
、
評
議
員
の
存
在
を
重

視
し
よ
う
と
の
合
意
が
あ
っ
た

よ
う
に
思
っ
て
い
る
。

　

公
募
展
を
取
り
巻
く
状
況
が

厳
し
い
な
か
、
一
生
懸
命
や
る

だ
け
で
は
な
く
柔
軟
な
発
想

の
転
換
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
こ

で
、
頭
が
固
く
な
っ
て
き
た
私

の
提
案
で
は
あ
る
が
、
ま
ず
は

春
季
展
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

次
世
代
の
協
力
を
要
請
し
て
み

て
は
と
思
う
の
だ
が
…
…
。
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大
西	

敏
志

　

や
や
俯
瞰
し
た
真
昼
の
砂
浜

に
影
を
落
と
し
た
瞬
間
を
捉
え

た
ユ
ニ
ー
ク
な
画
面
構
成
。
空

気
感
が
充
分
に
伝
わ
る
素
敵
な

作
品
。
欲
を
云
え
ば
観
る
者
を

も
っ
と
釘
付
け
に
す
る
何
か
が

あ
れ
ば
…
…
。
具
体
的
に
は
、

も
う
少
し
陽
と
影
の
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
が
明
確
な
部
分
が
あ
っ
て

も
よ
い
の
で
は
、
と
思
う
。

�

（
須
藤
）

森　

泰
秀

　

と
に
か
く
タ
イ
ト
ル
が
凄
い
。

画
面
全
体
は
非
常
に
美
し
く
滑

ら
か
な
筆
致
が
心
地
よ
い
。
創

り
手
は
月
の
引
力
に
出
会
っ
た

チ
ャ
ン
ス
に
感
動
し
息
を
飲
み

一
気
に
陶
酔
し
描
い
た
よ
う
だ
。

筆
の
置
き
方
に
も
息
づ
か
い
が

感
じ
ら
れ
る
。
な
か
な
か
表
現

し
得
な
い
見
事
な
作
品
で
あ
る
。

�

（
須
藤
）

中
澤	

純
代

　

実
に
思
い
切
っ
た
画
面
。
恐

ら
く
こ
の
樹
木
・
ト
ル
ソ
の
上

部
に
は
青
空
が
拡
が
り
、
そ
の

先
の
葉
は
陽
の
中
で
煌
め
い
て

い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
よ
く
見
る

と
背
部
は
直
截
な
線
。
中
央
の

ト
ル
ソ
が
有
機
的
な
筆
致
に
反

し
て
無
機
的
。
と
も
す
る
と
泥

臭
く
な
り
が
ち
な
画
面
を
見
事

に
現
代
感
覚
に
持
っ
て
い
っ
て

い
る
。�

（
須
藤
）

葛西 裕子　「繋」　F100

吉元 かつ子　「春の恵み」　S120

■
春
季
二
科
賞	

津
田	

佐
千
子

　

抽
象
に
近
く
、
青
い
モ
ノ
ト

ー
ン
の
ダ
ブ
ル
イ
メ
ー
ジ
。
人

体
の
手
指
と
他
の
文
様
な
ど
を

同
化
さ
せ
、
中
心
に
画
面
構
成

し
た
気
持
ち
良
い
好
作
。
日
常
、

目
に
す
る
対
象
物
を
、
此
の
メ

ソ
ッ
ド
を
駆
使
し
て
セ
ン
ス
を

磨
き
、
色
彩
を
加
え
て
作
画
を

自
由
に
創
作
し
、
良
い
作
品
を

期
待
し
た
い
。�

（
松
室�

重
親
）

■
春
季
賞	

縄
井	

か
つ
み

　

仰
向
け
の
裸
像
に
全
身
の
傷

跡
を
描
き
、
現
代
の
災
害
体
験

と
不
安
や
恐
れ
の
か
な
り
印
象

的
な
作
品
。
此
の
様
な
モ
チ
ー

フ
に
人
体
を
扱
う
の
は
、
難
し

い
が
、
一
見
し
て
様
々
な
連
想

を
起
こ
さ
せ
る
絵
と
し
て
成
功

し
て
い
る
。
黒
い
筆
が
少
し
汚

れ
に
見
え
る
が
、
整
理
し
て
象

徴
化
で
き
た
ら
と
思
う
。

�
（
松
室�

重
親
）

■
春
季
賞	

吉
元	
か
つ
子

　

日
常
身
辺
に
あ
る
野
菜
を
扱

っ
た
作
品
。
何
の
変
哲
も
な
い

キ
ャ
ベ
ツ
の
大
写
し
、
１
２
０

号
の
大
作
の
前
に
人
々
は
、
自

分
が
小
鳥
か
虫
に
な
っ
た
様
な

気
分
で
見
上
げ
る
。
目
の
前
に

克
明
に
葉
脈
が
展
開
す
る
と
、

線
条
に
リ
ズ
ム
が
生
ま
れ
、
不

思
議
な
魅
力
に
繋
が
る
。
作
者

の
発
想
と
技
量
を
評
価
し
た
い
。

�

（
松
室�

重
親
）

春季展 受賞作品寸評私の選ぶ作品寸評　戸狩公久・須藤愛子・矢野兼三会員

森　泰秀　「月の引力の見える街」　F100

中澤 純代　「朝が来る、今日は晴れ」
F100

加
藤	

弘
子

　

廃
屋
に
こ
だ
わ
り
、
隅
々
ま

で
丁
寧
に
、
誠
実
に
描
く
姿
勢

に
好
感
を
覚
え
る
。
何
故
薔

薇
？
と
思
う
が
、
天
井
の
隙
間

や
硝
子
戸
が
消
失
し
た
窓
か
ら

差
し
込
む
光
線
や
置
き
去
り
の

家
具
等
役
者
は
揃
っ
て
お
り
、

も
う
少
し
暗
色
・
寒
色
を
使
い
、

陰
影
を
効
か
せ
て
も
良
か
っ
た

の
で
は
？�

（
矢
野
）

岡
山	

芳
彦

　

雲
の
動
き
、
風
に
翻
弄
さ
れ

る
木
々
や
ス
ス
キ
の
枯
草
の
表

現
に
気
取
り
力
み
な
く
、
リ
ズ

ミ
カ
ル
に
表
現
し
た
雲
の
形
・

色
の
変
化
が
、
心
地
よ
く
見
る

側
に
伝
わ
る
。
率
直
、
素
朴
な

表
現
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
単

に
静
か
な
風
景
画
に
留
ま
ら
な

い
姿
勢
に
共
感
を
覚
え
ま
す
。

�

（
矢
野
）

松
永	

長
信

　

古
い
蔵
の
扉
を
繋
ぐ
蝶
番
に

焦
点
を
絞
り
、
青
錆
、
剥
げ

た
漆
喰
、
土
壁
の
罅
で
時
の
経

過
を
見
せ
、
長
い
年
月
を
経
て

幾
層
も
の
土
壁
を
突
き
抜
け
た

穴
の
奥
の
深
い
暗
闇
に
、
画
家

は
何
を
見
る
の
か
？　

漆
喰
の

白
、
黄
土
色
・
グ
レ
ー
・
茶
・

赤
の
壁
の
渋
い
色
合
い
の
変
化

が
心
地
よ
い
。�

（
矢
野
）

加藤 弘子　「忘れられた時」　F130
岡山 芳彦　「届けたい風景」　F80

松永 長信　「蝶番」　F100

鈴田 文明　「吉祥寺ベルギー館」　F80

糸曽 ひろこ　「収穫の祝い」　F100

大西 敏志　「陽光の悪戯」　S80

鈴
田	

文
明

　

魚
眼
レ
ン
ズ
で
見
た
心
象
風

景
。
奥
深
い
描
写
力
が
加
わ
り
、

色
彩
に
深
み
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

大
胆
な
構
成
と
精
密
描
写
が
、

異
次
元
の
世
界
に
引
き
込
ま
れ

ま
す
。
画
面
全
体
の
光
と
影
が

強
く
印
象
に
残
り
ま
す
。
今
後

の
展
開
に
期
待
し
ま
す
！

�

（
戸
狩
）

葛
西	

裕
子

　

奥
深
い
自
分
探
し
の
構
成
。

画
面
中
央
の
前
景
、
中
景
、
遠

景
が
幻
想
的
で
画
面
を
引
き
締

め
て
い
ま
す
。
ロ
ー
プ
の
動
き

が
生
物
の
印
象
を
感
じ
ま
す
。

左
側
の
彩
度
が
明
る
過
ぎ
ま

す
。
色
彩
と
形
の
総
合
的
な
バ

ラ
ン
ス
を
試
み
て
く
だ
さ
い
。

�

（
戸
狩
）

糸
曽	

ひ
ろ
こ

　

形
と
空
間
の
組
み
合
わ
せ
に
、

緊
張
感
が
あ
り
グ
レ
ー
の
品
あ

る
色
彩
が
効
果
的
に
伝
わ
り
ま

す
。
内
在
す
る
、
生
命
感
の
様

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
ま
す
。

縦
構
図
が
効
果
的
で
す
。
マ
チ

エ
ー
ル
（
絵
肌
）
が
今
後
の
課
題

か
と
思
い
ま
す
。�

（
戸
狩
）

津田 佐千子　「東風のかたち」　F130
縄井 かつみ　「時」　S100
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私
が
大
学
に
入
学
し
た
当

時
、
石
彫
実
習
で
細
井
先
生

を
は
じ
め
先
輩
方
か
ら
ハ
ン

マ
ー
の
柄
の
据
え
方
、
鑿
作

り
、
焼
き
入
れ
、
鑿
切
り
等

の
石
彫
の
基
礎
を
教
え
て
い

た
だ
い
た
。
当
時
石
を
動
か

す
の
に
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
は

無
く
、
て
こ
、
箱
ジ
ャ
ッ
キ
、

三
又
、
チ
ェ
ー
ン
ブ
ロ
ッ
ク
、

コ
ロ
、
道
板
な
ど
の
原
始
的

な
道
具
を
使
い
、
近
く
に
居

る
者
が
手
伝
う
の
が
当
た
り

前
、
先
輩
方
が
率
先
し
て
取

り
か
か
り
、
我
々
後
輩
が
そ

れ
を
見
て
、
手
伝
い
な
が
ら

そ
れ
ら
の
道
具
の
使
い
方
を

覚
え
、
仲
間
意
識
、
一
体
感

を
自
然
に
身
に
着
け
て
い
っ

た
。
そ
の
リ
ー
ダ
ー
的
な
存

在
が
細
井
先
生
だ
っ
た
。

　

４
年
の
夏
、
先
生
の
ご
実

家
、
福
島
県
田
島
山
中
に
於

い
て
今
で
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
企
画
さ
れ
、
私
を
含
め

４
人
で
川
か
ら
石
を
引
き
上

げ
川
岸
、
道
路
わ
き
で
個
々

の
制
作
を
し
、
そ
れ
を
二
科

展
等
公
募
展
に
出
品
し
た
。

こ
れ
は
制
作
の
段
階
か
ら
現

実
社
会
の
中
に
飛
び
出
し
て

い
く
、
と
い
う
画
期
的
な
考

え
で
あ
っ
た
。
こ
の
体
験
か

ら
学
ん
だ
事
が
後
に
仲
間
と

福
島
の
黒
御
影
、
北
木
島
の

石
切
り
場
で
の
制
作
等
に
つ

な
が
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加
、
制
作

発
表
活
動
に
つ
な
が
る
足
が

か
り
に
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
私
の
中
に
彫

刻
の
種
を
植
え
付
け
て
い
た

だ
い
た
の
が
細
井
先
生
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

合
掌

　

細
井
良
夫
先
生
の
思
い
出	

菅
原	

二
郎

　
　

春
季
二
科
展
総
評	

登
坂	

秀
雄

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
近
年
、
殊

に
技
術
技
法
の
向
上
が
感
じ
ら

れ
ま
す
。　

　

春
季
展
で
は
、
会
員
の
実
験

的
作
品
の
発
表
と
新
進
作
家
の

育
成
を
謳
っ
て
い
ま
す
が
、
若
い

出
品
者
の
中
で
秋
の
本
展
に
向

け
た
制
作
動
向
に
期
待
し
た
い

作
品
が
見
ら
れ
た
事
は
嬉
し
く

楽
し
み
な
所
で
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
展
示
委
員
を
中
心
に

絵
画
と
の
話
し
合
い
も
含
め
、

会
場
の
展
示
方
法
を
模
索
し
、

改
革
を
試
み
て
い
る
段
階
に
あ

り
ま
す
。

　

昨
年
の
春
季
展
よ
り
、
絵
画

部
と
彫
刻
部
の
話
し
合
い
が
も

た
れ
（
展
示
委
員
間
で
）
融
合
展

示
が
試
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
昨

年
は
展
示
室
の
幾
つ
か
に
数
点

ず
つ
の
彫
刻
作
品
が
混
入
す
る

形
が
試
み
ら
れ
ま
し
た
。
彫
刻

部
の
反
省
点
と
し
て
、
展
示
室

の
中
心
部
分
の
照
明
の
暗
さ
の

問
題
が
あ
り
、
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ

ト
借
用
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
の
融
合
展
示
で
は
、
昨

年
同
様
に
幾
つ
か
の
絵
画
展
示

空
間
の
中
に
二
点
ほ
ど
ず
つ
の

彫
刻
が
配
置
さ
れ
る
試
み
が
な

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
彫
刻
が

主
体
の
展
示
空
間
に
７
点
ほ
ど

の
絵
画
の
展
示
も
試
み
ら
れ
ま

し
た
。
絵
画
展
示
空
間
に
お
け

る
彫
刻
へ
の
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
照

明
は
、
展
示
空
間
を
考
慮
し
て

50
パ
ー
セ
ン
ト
ほ
ど
に
照
度
を

落
と
し
ま
し
た
が
効
果
が
認
め

ら
れ
、
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

絵
画
部
と
彫
刻
部
の
融
合
展

示
と
い
う
考
え
方
は
、
新
た
な

思
索
を
生
み
出
す
期
待
感
を
持

た
せ
て
く
れ
ま
す
。
昨
年
と
今

年
の
試
み
に
関
し
て
は
、
反
省

会
も
含
め
、
厳
し
い
意
見
も
多

く
課
題
が
多
い
事
も
浮
か
び
上

が
り
ま
し
た
。
今
後
も
前
向
き

に
取
り
組
ま
れ
て
い
く
事
を
期

待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
の
春
季
展
出
品
者
は
例

年
よ
り
多
か
っ
た
と
は
じ
め
に

記
し
ま
し
た
が
、
寂
し
く
感
じ

ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例

年
意
欲
作
を
出
品
さ
れ
て
い
る

数
名
の
中
堅
会
員
が
出
品
さ
れ

な
か
っ
た
事
が
気
に
か
か
る
と

こ
ろ
で
す
。
中
堅
会
員
の
方
々

は
、
特
に
社
会
的
に
期
待
さ
れ
、

忙
し
い
年
齢
の
作
家
で
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
二
科
会
彫
刻

部
は
自
分
が
背
負
う
く
ら
い
の

自
負
を
持
ち
、
会
場
を
賑
わ
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
期
待
い
た
し

ま
す
。

　

20
世
紀
初
頭
の
芸
術
運
動
時

に
比
し
て
、
21
世
紀
の
近
年
は

殊
に
作
家
の
個
人
主
義
的
傾
向

が
強
い
と
感
じ
ま
す
。
各
世
代

が
混
在
す
る
公
募
展
の
中
で
融

合
展
示
を
考
え
る
時
、
同
世
代

間
の
時
代
認
識
の
共
通
性
を
考

慮
に
入
れ
る
事
も
一
考
か
と
思

わ
れ
ま
す
。

彫刻部受賞選抜者作品

藤沢　恵　「領域」

町田　至　「しなやかなやつ」

小野寺 加那　「true to myself」

大坪 義武　「Chalk up 3」玉田 真理　「壁に耳あり 障子にメアリー」

柴崎 益代　「月夜に」澤田 志功　「太陰暦2019」

長谷川　登　「光渗」

　

新
緑
の
上
野
公
園
内
東
京
都

美
術
館
で
、
４
月
17
日
か
ら
24

日
ま
で
、
２
０
１
９
春
季
二
科

展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

彫
刻
の
展
示
点
数
は
、
例
年

よ
り
多
く
60
点
の
出
品
と
な
り

ま
し
た
。

　

会
場
ス
ペ
ー
ス
等
の
関
係
で

小
品
の
作
品
で
は
あ
り
ま
す
が
、

緻
密
な
作
品
が
多
い
事
に
感
心

「ガルーダのように─ミドリ─」
第99回展出品作
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者
は
、
絵
画
部
で
内
閣
総
理
大

臣
賞
に
黒
川
彰
夫
、
会
員
賞

に
石
橋
国
夫
、
北
村
美
佳
、
石

田
勝
己
、
会
友
賞
に
的
場
五
十

彦
、
三
津
川
好
則
、
柳
澤
綾
子

の
７
名
で
一
般
の
受
賞
者
が
な

く
次
回
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で

す
。
ま
た
デ
ザ
イ
ン
部
は
会
友

推
挙
に
小
出
富
子
、
写
真
部
は

会
友
推
挙
に
三
沢
勇
典
、
イ
ー

ス
ト
ウ
エ
ス
ト
賞
に
松
田
博
光

の
受
賞
が
あ
り
ま
し
た
。

　

京
都
、
滋
賀
で
も
年
々
出
品

者
の
減
少
が
あ
り
、
各
部
出
品

者
の
確
保
が
今
後
の
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。�

（
黒
川�

彰
夫
）

に
よ
る
出
品
作
品
と
、
全
国
巡

回
作
品
全
点
、
及
び
京
都
・
滋

賀
会
員
の
大
作
作
品
を
加
え
た

２
１
６
点
の
絵
画
作
品
に
、
彫

刻
部
作
品
13
点
、
デ
ザ
イ
ン
部

作
品
２
０
４
点
、
写
真
部
作

品
２
２
７
点
を
加
え
た
総
点
数

６
６
０
点
の
展
示
で
す
。

　

本
年
度
も
会
期
中
の
文
化
の

日
は
、
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を

催
し
、
音
楽
と
共
に
来
場
者
に

芸
術
の
秋
を
体
感
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
絵
画
部
に

よ
る
二
科
展
出
品
希
望
者
の
た

め
の「
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ

ス
」
や
、
家
族
三
世
代
で
ア
ー

ト
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
「
第

67
回
こ
ど
も
二
科
展
」
を
併
催
。

　

大
阪
展
は
、
10
月
30
日
よ
り

11
月
11
日
ま
で
天
王
寺
公
園
内

の
大
阪
市
立
美
術
館
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

大
阪
、
兵
庫
、
奈
良
、
和
歌

山
在
住
の
支
部
メ
ン
バ
ー
（
会
員

10
名
、
会
友
20
名
、
一
般
55
名
）

　

今
年
も
京
都
市
美
術
館
本
館

工
事
の
た
め
、
別
館
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
一
度
経
験
し
た
会
場
の

た
め
、
展
示
は
ス
ム
ー
ズ
に
進

み
ま
し
た
。
二
階
展
示
室
に
絵

画
部
の
地
元
作
家
そ
し
て
受

賞
作
品
と
会
員
の
大
作
。
一
階

展
示
室
に
は
絵
画
部
会
員
の

巡
回
展
作
品
と
一
部
の
受
賞
作

品
。
彫
刻
部
、
デ
ザ
イ
ン
部
、

写
真
部
も
一
階
で
の
展
示
と
な

り
ま
し
た
。
展
示
数
は
、
総

数
２
８
８
点
（
絵
画
１
１
６
点
、

彫
刻
12
点
、
デ
ザ
イ
ン
61
点
、

写
真
99
点
）
と
昨
年
の
２
８
１

点
よ
り
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

会
期
は
昨
年
同
様
の
６
日

間
で
し
た
が
、
入
場
者
数
は

昨
年
の
３
、９
４
９
人
か
ら

４
、３
３
９
人
と
増
加
し
、
写

真
部
、
絵
画
部
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
コ
ン
サ

ー
ト
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
昨
年

同
様
に
開
催
し
ま
し
た
。
受
賞

■
京
都
展

　
　

平
成
30
年
10
月
２
日～10

月
７
日

　
　

京
都
市
美
術
館　
別
館
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■
大
阪
展

　
　

平
成
30
年
10
月
30
日～11

月
11
日

　
　

大
阪
市
立
美
術
館

デ
ザ
イ
ン
部
主
催
の
「
第
16
回

全
国
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
大
賞
展
」

も
、
様
々
な
世
代
の
関
心
を
呼

び
好
調
で
し
た
。
好
天
に
も
恵

ま
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ

う
展
覧
会
と
な
り
、「
な
に
わ

の
秋
」の
文
化
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

来
場
者
数
は
１
６
、０
０
４

人
。
昨
年
度
よ
り
数
字
は
落
ち

込
み
ま
し
た
が
、
有
料
入
場
者

率
は
伸
び
て
お
り
、
地
域
か
ら

の
関
心
は
高
ま
っ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
多

く
の
人
々
の
注
目
を
集
め
ら
れ

る
よ
う
に
、
こ
の
大
阪
展
を
盛

り
上
げ
て
い
き
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。�

（
高
畑�

彰
）

　

広
島
で
は
正
月
明
け
が
恒

例
と
な
っ
て
い
る
二
科
展
巡
回

展
。
今
年
も
１
月
15
日
、
広

島
県
立
美
術
館
県
民
ギ
ャ
ラ
リ

ー
で
初
日
を
迎
え
た
。
今
年
の

出
展
数
は
巡
回
作
品
に
地
元

■
広
島
展

　
　

平
成
31
年
１
月
15
日～１

月
20
日

　
　

広
島
県
立
美
術
館

県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

作
品
２
１
８
点
を
加
え
た
４
部

門
５
８
５
点
。
入
場
者
数
は
昨

年
よ
り
１
、０
０
０
人
程
多
い

７
、３
３
５
人
に
来
場
頂
き
大
変

盛
況
な
展
覧
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

又
、
今
回
は
巡
回
展
企
画
と

し
て
本
部
よ
り
中
原
理
事
を
お

迎
え
し
た
講
演
会
『
自
分
ら
し

い
作
品
つ
く
り
』を
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
、
地
元
同
人
以
外
に

岡
山
支
部
同
人
や
一
般
の
美
術

愛
好
者
の
参
加
を
頂
き
、
貴
重

な
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

中
原
先
生
に
は
翌
日
も
会
場
で

作
品
講
評
に
お
時
間
を
割
い
て

頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
会
場
構
成
は
10
年
ほ

ど
続
い
た
レ
イ
ア
ウ
ト
を
一
新
、

２
段
掛
で
圧
迫
感
が
あ
っ
た
会

場
を
開
放
的
で
見
易
い
配
置
を

試
み
ま
し
た
。
会
場
入
口
か
ら

絵
画
部
、
写
真
部
の
コ
ー
ナ
ー

が
一
望
出
来
、
来
館
者
や
各
部

同
人
に
も
概
ね
好
評
で
し
た
。

　

巡
回
展
開
催
に
際
し
、
本
部

の
先
生
方
に
は
ご
支
援
い
た
だ

き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま

た
、
各
部
同
人
の
皆
様
も
部
門

を
越
え
た
ご
協
力
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。

　

広
島
巡
回
展
は
諸
先
輩
が
築

い
て
き
た
伝
統
を
こ
れ
か
ら
も

繋
げ
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

�

（
髙
藤�

博
行
）

◇
２
０
１
９
春
季
二
科
展　

選
抜
出
品
者

（
会
友
）

縄　

井　

か
つ
み［
神
奈
川
］

星　

野　

敦　

郎［
新　

潟
］

川　

畑　

清　

美［
鹿
児
島
］

髙　

木　
　
　

陽［
神
奈
川
］

津　

田　

佐
千
子［
石　

川
］

後　

藤　

寿
美
子［
熊　

本
］

大　

野　

久
四
郎［
栃　

木
］

葛　

西　

裕　

子［
神
奈
川
］

芝　

田　

満　

江［
神
奈
川
］

鈴　

田　

文　

明［
東　

京
］

久　

田　

千
恵
子［
愛　

知
］

絵
画
部

彫
刻
部

（
会
友
）

長
谷
川　
　
　

登［
東　

京
］

藤　

沢　
　
　

恵［
埼　

玉
］

町　

田　
　
　

至［
山　

形
］

（
一
般
）

大　

坪　

義　

武［
静　

岡
］

玉　

田　

真　

理［
神
奈
川
］

澤　

田　

志　

功［
埼　

玉
］

小
野
寺　

加　

那［
東　

京
］

柴　

崎　

益　

代［
群　

馬
］

（
一
般
）

有　

澤　

英　

子［
石　

川
］

井　

川　

誠　

一［
大　

阪
］

池　

杉　

拓　

海［
神
奈
川
］

糸　

曽　

ひ
ろ
こ［
東　

京
］

稲　

田　

泰　

樹［
静　

岡
］

大　

槻　

美
菜
実［
茨　

城
］

大　

西　

敏　

志［
神
奈
川
］

大　

西　

正　

昭［
福　

岡
］

大　

原　

郁　

香［
広　

島
］

岡　

山　

芳　

彦［
茨　

城
］

加　

藤　

弘　

子［
埼　

玉
］

小　

原　

禎　

二［
神
奈
川
］

須　

田　

ひ
ろ
子［
山　

梨
］

中　

澤　

純　

代［
東　

京
］

畠　

中　

富　

雄［
大　

阪
］

松　

永　

長　

信［
熊　

本
］

森　
　
　

泰　

秀［
佐　

賀
］

吉　

元　

か
つ
こ［
鹿
児
島
］
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鹿
児
島
で
の
開
催
が
69
回
目

と
な
る
第
１
０
３
回
二
科
展
巡

回
鹿
児
島
展
は
、
地
元
作
家
の

作
品
を
含
む
絵
画
、
彫
刻
、
デ

ザ
イ
ン
、
写
真
の
作
品
３
０
０

点
（
絵
画
１
１
０
、
彫
刻
10
、

デ
ザ
イ
ン
90
、
写
真
90
）
が
展

示
さ
れ
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
来

賓
に
加
え
、
唐
湊
幼
稚
園
の

皆
さ
ん
を
招
き
、
初
日
か
ら
多

く
の
美
術
フ
ァ
ン
で
賑
わ
い
ま

し
た
。
ま
た
、
会
期
中
に
は
会

員
・
会
友
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
特

徴
の
あ
る
内
容
で
お
客
様
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　

会
場
の
一
角
に
は
２
月
に
逝

去
さ
れ
た
故
鳥
取
政
昭
会
員
、

今
村
恵
美
子
同
人
、
昨
年
逝
去

さ
れ
た
故
犬
童
次
夫
会
員
、
有

水
基
雄
会
員
の
作
品
を
展
示

し
、
在
り
し
日
の
姿
を
鑑
賞
者

と
と
も
に
偲
び
ま
し
た
。
他
に

支
部
同
人
の
小
品
作
品
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
販
売
を
行
い
ま
し
た
が
、

毎
年
、
観
覧
し
て
下
さ
っ
て
い

　

福
岡
市
美
術
館
、
北
九
州

市
立
美
術
館
の
大
幅
改
装
に
伴

い
、
福
岡
巡
回
展
を
取
り
や
め

る
公
募
展
が
多
い
中
、
何
と
か

こ
の
３
年
間
を
福
岡
県
立
美
術

館
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
に
安
堵
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
受
賞
者
は
例
年
よ
り

や
や
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

２
点
入
選
者
が
14
名
と
急
激
に

増
え
、
会
場
に
は
活
気
が
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。
会
場
が
狭
い
の

で
す
が
、
３
年
目
と
言
う
こ
と

も
あ
り
、
田
牧
会
友
の
事
前
の

計
画
的
取
組
み
で
、
展
示
作
業

が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
、
メ
リ

ハ
リ
の
き
い
た
会
場
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

西
日
本
新
聞
、
有
明
新
報
、
テ

レ
ビ
西
日
本
Ｆ
Ｎ
Ｎ
プ
ラ
イ
ム

ニ
ュ
ー
ス
等
で
も
展
覧
会
の
様

子
が
紹
介
さ
れ
、
入
場
者
数

は
、
第
１
会
場
と
第
２
会
場
を

合
わ
せ
る
と
５
、４
２
１
人
と

な
り
多
く
の
賑
わ
い
を
見
せ
ま

し
た
。

　

毎
年
会
期
前
日
に
、
前
夜
祭

を
行
い
ま
す
が
、
絵
画
部
の
西

健
吉
理
事
、
写
真
部
の
近
藤
誠

宏
理
事
長
を
お
迎
え
し
、
美
術

関
係
者
他
多
数
の
ご
来
賓
と
、

共
同
主
催
者
の
方
々
に
ご
列
席

い
た
だ
き
大
変
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
例
年
開
催
の
関
連
事

業
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
も
初
日

の
西
先
生
を
筆
頭
に
毎
日
地
元

の
出
品
者
に
よ
る
“
自
作
を
語

る
”
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
行

い
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
大
変
好

評
で
、
参
加
い
た
だ
い
た
お
客

様
か
ら
た
く
さ
ん
の
励
ま
し
の

言
葉
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　

会
場
入
口
で
の
出
品
者
制
作

の
色
紙
抽
選
会
や
、
鶴
田
会
友

の
ご
努
力
に
よ
る
協
賛
者
か
ら

提
供
い
た
だ
い
た
豪
華
景
品
の

抽
選
も
行
い
、
賑
わ
い
に
華
を

添
え
ま
し
た
。�

（
田
浦�

哲
也
）

■
福
岡
展

　
　

平
成
31
年
３
月
19
日～３

月
24
日

　
　

福
岡
県
立
美
術
館

■
鹿
児
島
展

　
　

平
成
31
年
３
月
10
日～３

月
17
日

　
　

鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー

黎
明
館

る
方
々
に
は
す
っ
か
り
定
着
し

て
い
る
様
子
が
窺
え
ま
し
た
。

一
方
、
担
当
者
か
ら
役
割
分
担

や
会
場
サ
イ
ン
な
ど
、
全
体
を

見
渡
し
な
が
ら
の
細
か
な
指
示

や
準
備
が
あ
り
、
支
部
同
人
全

体
の
協
力
に
よ
っ
て
ス
ム
ー
ズ

な
運
営
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
の
春
の
風
物
詩
と
も

い
え
る
巡
回
展
で
す
が
、
昨
年

よ
り
２
日
短
い
会
期
で
あ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
入
場
者
は

２
、６
４
６
人
。
さ
ら
に
充
実
し

た
展
覧
会
と
な
る
よ
う
今
回
の

課
題
を
整
理
し
て
次
回
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
野
平�

智
広
）

　

８
月
18
日
に
成
田
か
ら
ス
ト

ッ
ク
ホ
ル
ム
に
向
か
っ
た
。
ノ

ー
ベ
ル
賞
授
賞
式
の
会
場
の
市

庁
舎
・
王
宮
・
旧
市
街
自
由
行

動
等
、
王
宮
地
下
３
階
の
馬
車

見
学
。
此
処
で
は
一
日
２
時
間

程
度
散
策
。
乗
り
物
移
動
時
間

が
多
い
分
、
長
時
間
歩
行
は
無

い
と
目
論
ん
だ
が
、
王
宮
の
中

は
広
大
で
足
元
の
砂
利
や
石
畳

は
か
な
り
歩
き
に
く
く
、
神
経

質
に
歩
く
石
畳
の
散
策
は
苦
痛

で
、
念
の
た
め
車
椅
子
を
予
約

し
正
解
だ
っ
た
。

　

次
は
ベ
ル
ゲ
ン
に
向
か
う
。

港
は
ハ
ン
ザ
同

盟
の
商
業
の

中
心
時
代
か

ら
の
古
な
る

建
物
が
そ
の

ま
ま
保
存
さ

れ
、
床
板
は
軋
み
、
内
部
は
お

土
産
店
に
変
貌
し
観
光
客
で
ご

っ
た
返
し
て
い
る
。
喧
騒
を
の

が
れ
路
地
の
奥
の
小
さ
な
手
編

み
ニ
ッ
ト
店
で
寒
さ
対
策
用
に

ロ
ン
グ
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
を
選
ぶ
。

　

お
天
気
も
良
く
、
巨
大
な
帆

船
や
ヨ
ッ
ト
、
ク
ル
ー
ザ
ー
を
眺

め
る
の
は
と
て
も
懐
か
し
い
気

持
ち
に
な
る
。
船
着
場
の
デ
ッ

キ
の
上
か
ら
真
下
の
海
を
眺
め

る
と
、
水
の
透
明
度
・
色
合
・

深
さ
や
海
の
小
動
物
、
生
物
が

見
え
た
り
す
る
が
、
北
欧
の
海

は
緑
色
、
８
月
で
も
海
水
温
が

低
い
た
め
か
、
な
か
な
か
海
の

生
物
は
出
て
来
て
く
れ
な
い
。

　

バ
ス
に
乗
車
し
て
ハ
ダ
ン
ゲ

ル
フ
ィ
ヨ
ル
ド
沿
い
を
ド
ラ
イ

ブ
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
森
は
想
像

と
異
な
り
細
い
木
が
目
立
ち
、

質
問
す
る
と
「
岩
盤
質
の
土
壌

に
気
温
が
寒
す
ぎ
て
樹
が
大
き

く
育
た
な
い
」と
の
こ
と
。

　

車
窓
か
ら
の
眺
め
に
突
然
ス

テ
イ
ン
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
の
滝
が

岩
盤
の
壁
か
ら
出
現
、
滝
の
裏

側
も
歩
け
る
が
、
水
量
も
多
く

滝
壺
付
近
の
方
が
興
味
を
引
か

れ
た
。
小
さ
な
滝
や
水
の
流
れ

が
無
数
に
観
察
出
来
、
民
家
の

庭
先
に
野
生
の
狐
が
姿
勢
を
低

く
し
腹
這
前
進
す
る
姿
、
羊
の

群
れ
が
道
路
を
横
断
、
深
ま
る

緑
の
間
か
ら
水
辺
が
広
が
り
だ

し
て
待
望
の
フ
ィ
ヨ
ル
ド
に
近

づ
い
て
き
た
。

　

遠
く
に
大
き
な
ク
ル
ー
ザ
ー

が
停
泊
し
て
い
る
の
が
見
え
、

宿
泊
の「
エ
イ
ド
フ
ィ
ヨ
ル
ド
目

の
前
ホ
テ
ル
」の
停
船
場
に
そ
の

巨
大
船
は
着
岸
し
て
い
て
、
部

屋
か
ら
の
景
観
は
遮
ら
れ
て
い

る
。
荷
解
き
し
て
い
る
間
に
音

も
無
く
静
か
に
離
岸
す
る
「
バ

イ
キ
ン
グ
号
」
を
見
送
り
、
改

め
て
エ
イ
ド
フ
ィ
ヨ
ル
ド
を
眺

め
た
時
に
は
涙
目
に
な
る
。

　

夕
日
（
雨
）
を
見
逃
し
た
の

で
、
翌
日
に
は
朝
日
を
眺
め
よ

う
と
ダ
ウ
ン
コ
ー
ト
を
着
込
み

（
気
温
は
５
℃
位
）
船
着
場
に
行

く
と
、
氷
河
に
削
ら
れ
切
り

立
つ
岩
盤
の
壁
に
は
森
林
限
界

パ
リ
賞 

研
修
報
告

北
欧
４
カ
国
と

フ
ィ
ヨ
ル
ド
を
訪
ね
て

	

清
水	

英
子

（
第
102
回
展　
パ
リ
賞
）

線
（
８
０
０
～
１
０
０
０
ｍ
）
が

見
て
と
れ
、
ど
ん
よ
り
し
た
空

模
様
に
方
向
が
全
く
判
ら
な

い
感
覚
麻
痺
。
恐
る
恐
る
桟
橋

か
ら
真
下
を
眺
め
て
み
る
と
、

海
水
の
透
明
度
は
あ
っ
て
も
、

フ
ィ
ヨ
ル
ド
の
最
大
深
度
は

１
３
０
０
ｍ
だ
そ
う
で
全
く
何

も
見
え
ず
、
何
億
年
も
の
氷
河

パ
ワ
ー
を
感
じ
る
。
肝
心
の
朝

日
は
、
岸
か
ら
そ
び
え
る
岩
壁

と
峰
々
に
阻
ま
れ
、
う
っ
す
ら

ピ
ン
ク
に
染
ま
っ
た
雲
が
僅
か

に
確
認
で
き
た
だ
け
だ
っ
た
。

　

こ
の
日
は
グ
ド
ヴ
ァ
ン
ゲ
ン

か
ら
フ
ェ
リ
ー
乗
船
。
フ
ロ
ム

鉄
道
～
雄
大
な
フ
ィ
ヨ
ル
ド
三

昧
の
一
日
だ
っ
た
。
記
録
的
な

猛
暑
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
、
い
つ

も
な
ら
見
て
取
れ
る
山
頂
付
近

の
氷
河
・
雪
渓
も
残
念
な
事
に

殆
ど
融
け
て
い
て
、
も
う
一
度

雪
の
季
節
に
来
た
い
と
心
に
刻

み
オ
ス
ロ
に
向
う
。

　

オ
ス
ロ
ま
で
の
道
中
、
森
林

限
界
線
超
え
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ジ

オ
ト
ラ
ス
ト
パ
ー
ク
の
岩
だ
ら

け
の
荒
々
し
い
大
地
は
見
渡
す

限
り
続
き
、
天
空
は
灰
色
の
雲

が
低
く
垂
れ
込
み
ど
ん
よ
り
し

て
い
て
雨
混
じ
り
、
細
々
と
し

た
木
々
が
生
え
民
家
も
ま
ば
ら

な
街
道
も
続
き
、
そ
こ
に
現
れ

た
ロ
マ
ネ
ス
ク
様
式
時
代
の
古

び
た
木
造
ス
タ
ー
ブ
ス
教
会
が

印
象
的
だ
。
雨
上
が
り
の
オ
ス

ロ
の
国
立
美
術
館
で
は
、
複
数

現
存
中
の
最
初
に
描
か
れ
た
叫

び
の「
只
者
で
は
無
い
こ
の
存
在

感
」。
家
族
の
死
因
や
一
人
残
さ

れ
た
者
で
在
る
ム
ン
ク
の
魂
を

意
識
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
の

は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
大
地
を
観
て

か
ら
来
た
か
ら
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
後
、
船
中
泊
後
コ
ペ
ン

ハ
ー
ゲ
ン
へ
。
大
好
き
な
美
し

い
磁
器
を
堪
能
後
、
飛
行
機
で

最
後
の
目
的
地
ヘ
ル
シ
ン
キ
を

観
光
、
足
早
に
帰
路
と
な
っ
た
。

　

８
日
間
の
添
乗
員
同
行
型
ツ

ア
ー
で
、
言
葉
の
壁
も
緊
張
感

も
感
ず
る
事
も
無
く
終
始
観
光

客
気
分
で
過
ご
し
反
省
し
て
い

る
が
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
得

た
事
に
と
て
も
感
謝
致
し
、
今

後
の
制
作
に
生
か
せ
る
か
は
未

知
数
で
す
が
、
変
わ
ら
ぬ
方
向

性
で
精
進
を
重
ね
努
力
し
て
参

り
ま
す
。

　

第
104
回
二
科
展

巡
回
展
日
程（
予
定
）　

◆
金
沢
展

　

金
沢
21
世
紀
美
術
館

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ａ

令
和
元
年
10
月
３
日（
木
）

～
10
月
14
日（
月
）

◆
大
阪
展

　

大
阪
市
立
美
術
館

令
和
元
年
10
月
30
日（
水
）

～
11
月
10
日（
日
）

◆
京
都
展

　

京
都
市
美
術
館　

別
館

令
和
元
年
11
月
12
日（
火
）

～
11
月
17
日（
日
）

◆
東
海
展

　

愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

令
和
元
年
12
月
10
日（
火
）

～
12
月
15
日（
日
）

◆
広
島
展

　

広
島
県
立
美
術
館

県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

令
和
２
年
１
月
14
日（
火
）

～
１
月
19
日（
日
）

◆
鹿
児
島
展

　
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー

黎
明
館

令
和
２
年
３
月
７
日（
土
）

～
３
月
15
日（
日
）

◆
福
岡
展

　

福
岡
県
立
美
術
館

令
和
２
年
３
月
17
日（
火
）

～
３
月
22
日（
日
）
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　支部展の活性化と交流を旨に、総作品数65点（熊本36点／19名）
（長崎29点／11名）で行われた第１回の合同展だったが、企画・運

営を助成した私と両県の若い新会員が目の当たりにしたのは、長らくおひとりで
地元・九州を牽引されてこられた木戸征郎会員（熊本）、馬場一郎会員（長崎）の
支部展への熱い想い、出品者との深いつながりや厚い信頼関係、地元への貢献
と影響力。長い歴史を持つ二科会の大切な部分や場面を目撃したように思う。
　また、懇親会では制作・出品するきっかけや、絵を描き続ける思いなどを多
く語り合えた事も、二科会や支部に所属する原点を感じる機会となった。
　二科会趣旨のもと、個を磨き、個から集団へ熱き塊となって、近い明るい未
来を今は見出すしかないが、皆で分かち合ったこの経験は素晴らしかったと信
じる。
　近いはずの熊本と長崎、巡回展での振り分けが異なるだけで、こんなに作風
が違うものかと驚きました。熊本は労を惜しまず表現したい世界に迫ろうとする
姿勢。長崎は素材、マチエルといった質感で表現したい世界に迫ろうとする姿
勢。どちらも本気だったことが、今回の化学反応を大きくしたと思います。
　次回、長崎での合同展が楽しみです。� （長崎支部　山口�博司）

支 部 通 信
今回は、隣接地区の合同展、本部支援などの報告です。

第104回二科展に向けて

二科愛媛支部・高知支部合同展

地域支援　そして…。	 中原	史雄

　愛媛県立美術館での二科愛媛支部・高知支
部合同展に合わせ、３月16日に西、中原両名
で「自分らしい作品作り」という公開講座を開い
た。現在は出品者がいなくなっている香川県、
徳島県の人達も含め約50名の参加があって、
次回に繋げられる手応えを感じている。

　右の表のよ
うに四国は出
品者が減少し、
最近は、支部
運営も個人に
負うところが多
くなり危機的な
状態だ。さらに
西日本でいえば、岡山、鳥取、島根、大分の
各県も同様。理事会では、そうした地域の支
援体制を整えながら、何が出来るか模索して
いて、今回の講座もその一環である。
　地域の支援とは別に大切な問題として、な
かなか日の目を見られないベテラン出品者の
事がある。各支部を支える一員でもあるその
人達が、生き生きと絵を描くために、会として
具体的に何が出来るのかについて思案中だが、
ここで少し出過ぎたアドバイス。結果が出る
出ないは、才能の有無ではない。ぜひ心掛け
てほしいこと。出品する作品を、意気込んで
描こうとする前に、あの広い国立新美術館の
展示会場をイメージして、自分の表現をどう
「見せる」かを考えてみる、しっかりと。あと一
つ、ダメもとで挑むハートを持つことも。

四国の絵画出品者数
第74回展 第92回展 第103回展

香川 10 4 0
愛媛 14 15 9（2）
徳島 4 1 0
高知 6 7 7（2）
高知会員1　（　）内は会友

第５回 二科東北支部連合展
令和元年６月21日～６月25日

せんだいメディアテーク

　震災で混沌とした東北において、二科会の多大なお力添え
があり、第１回二科東北支部連合展が開催されたのが４年前
でした。その間、多数の方に来場いただいてきました。理事
長の田中先生をはじめ理事等の先生方に懇切なご指導をいた
だき、二科展では各種賞を受賞し、会員推挙３名、会友推挙
４名と同人個々の資質が向上してきました。
　現在、同人が増え、48名が第５回展に出品しました。当展に
より、二科の輪が東北に広がってきたことが大きな成果です。
� （二科東北支部連合�代表　及川�英之）

Q　どの地域にも支部はありますか？
　あります。全国都道府県に県の支部や連合支部があり全国組織
になっています。

Q　なぜ二科会は公益社団法人で、二科支部は任意団体になって
いるんですか？
　全国の各支部がそれぞれの歴史と独自性をもって自主運営でき
るようにするためです。本部の下部組織ではなく、本部と理念を
共にする二科を支える屋台骨である基礎組織と言えます。二科会
や二科展は支部活動によって成り立っています。

Q　支部に参加するメリットは何ですか？
　支部展や研究会で会員の先生方から作品や出品についてアド
バイスや指導を受けたりすることで、二科展出品作の研究になり
ます。ともに研鑽するお仲間ができます。出品する際、搬入の個
人負担経費が軽減されます。

Q　どうしたら支部に参加できますか？ 
　初めて出品される方や支部の参加についてのお問い合わせは、
出品要綱にある支部連絡先一覧表を見てお気軽にご相談くださ
い。支部同人になる資格や会費は支部により違いますが、できる
だけ経費負担が少ないよう同人一同努力しています。

Q　二科展に出品する以上、必ず支部に入らなければいけませんか？
　いいえ。支部参加を奨励しますが義務ではありません。自由意
思を尊重します。ご自身で判断してください。

Q　ある県の支部に入っていましたが、違う県に引っ越しをしま
した。２つの県の支部に所属することは可能ですか？
　在住している地域の支部に参加することが原則ですが、厳密な
規則はなく二重在籍は可能です。ただし負担も増えますので双方
の支部長に相談しベストな選択をすると良いでしょう。

Q　支部に参加すると審査に有利ですか？審査員の多い支部ほど
有利ですか？
　リアルな質問ですね。まず不利になることは有りません。支部
に属する会員審査員はもちろん支部の出品者を応援しますが、二
科会は会員全員による挙手制度による審査を実施しています。で
すから間違いなく完全に作品本位で入落や賞が決まりますので、
有利不利は心配しない方が良いです。そのための全国会員による
審査です。

二科沖縄支部支援について
	 沖縄担当理事　西　健吉

　二科沖縄支部は、彫刻部会員、西村貞雄支部長のもと、現在、
同人10名で、定期的に研修会を行うなどの活動を続けています。
　二科展への出品者は、地域的なハンディが大きく、同人の約半
数となっています。
　今年６月18日から６月23日まで那覇市民ギャラリーで、61回目
となる支部展が開催されます。支部展会期中に赴き、作品合評会、
研修会を通して、活性化に向けて取り組みます。

第１回		二科展出品者	熊本・長崎合同絵画展
平成31年１月29日～２月３日　熊本県立美術館分館

Q　会友や会員推挙と支部活動の関係は？
　これも大事な質問ですね。入落や賞審査は作品本位ですが、
会員や会友に推挙されるためには、二科会の定款上、公益社団
法人二科会の構成員として作品はもちろんのこと、人格や会に貢
献する資質が推薦条件に加味されます。ですから支部に貢献する
姿勢や活動はとても大切ですね。ただし支部に所属していなけれ
ば推挙されないということは有りません。

Q　支部に会員・審査員が在籍しない地域もあると思いますが…？
　そうなんです。二科会では会員のいない地域でも、理事、監
事、評議員、会員が担当を決めて全国的な支援体制を敷いてい
ます。具体的に希望があれば担当者がアドバイスや相談に応じ、
作品研究会を開いたりして、担当理事、評議員、会員が支部長や
同人を応援します。誰が担当者かわからないときは本部事務局に
問い合わせてください。

Q　支部間の交流はあるのですか？
　二科展開催時期には、全国の支部長会議を開催し、各支部の
活動状況について意見交換をして支部運営に役立てています。

Q　巡回展と連合展と支部展の違いは？
　巡回展は二科会本部が運営企画する本展の巡回展で、支部展
は各地域の支部同人が運営企画する展覧会です。連合展は連合
支部が主催で本部が共催として応援の形をとることが多いです。
巡回展は開催地の支部展を同時開催し、巡回展で会員の作品と
支部同人の作品を同時に展示することで、地域の活性化や二科
会を知っていただく重要な展覧会です。また巡回展が開催されな
い地域では東北支部連合展のように支部連合展を開催する場合、
本部より芸術振興金として経費を援助し、理事の賛助出品や講評
会も実施しています。

Q　支部展はどの地域や県で二科本展のように絵画・彫刻・デザ
イン・写真４部門で開催しているのですか？
　４部門開催が理想ですが、支部や地域の展示環境や出品者状
況が違いますので、４部門とは限らずそれぞれ参加部門を決めて
います。また後進育成としてジュニアや学生部門の公募部門を開
催し好評を博している支部もあります。

最後に
　支部は自分の作品を向上させ相互研鑽できる、卒業のない美
術大学のような研究組織です。皆さんで、二科会や二科支部を
盛り上げていきましょう。

　本年１月29日から２月３日迄の６日間、熊本県立美術館分館に
て、熊本19名・長崎11名、計30名が、二科展受賞作など含め大作
を計65点、一堂に展示しました。展示終了後の夕刻より懇親会を
開き、親睦を深めることが出来ました。
　初日は、オープンと同時に、NHKの取材班の方々にご来場頂き、
長時間取材して頂きました。それを編集され、早速お昼のニュー
スで放映して頂いたのです。テレビでご覧になった方々が「テレビ
で見たよ」と言って来て頂き、この上ない喜びでした。その他のテ
レビ局も又新聞関係を含め、多くのメディアが取り上げてくださっ
た事に深く感謝致しています。
　会場には、地元だけでは拝見出来ない作風も多く、二科会の趣
旨である、世界的視野に於ける新しい価値の創造を目標にして努
力している者達の自由な表現の作品達が展示された会場から新鮮
さを感じ取られ感動された方も多く、入場者も1,700人程になり、
盛会裏に終了することが出来ました。
　次回は長崎での開催の予定です。今後もお互いに刺激し合い向
上していけたら良いなあと思っています。ご支援・ご協力を賜わ
りました皆様に感謝。� （熊本支部長　木戸�征郎）

二科会の支部についてもっと知りたい！！

第19回 北海道支部展を終えて
令和元年５月14日～５月19日

大丸藤井セントラル	7F	スカイホール

　ライラックの花と新緑の最も美しい季節に、第19
回北海道支部展が行われました。支部２度目の勉強
会には、ご来道の生方理事、香川理事、塙事務局
長、各先生のご指導のもと、和やかで真剣に作品に
向き合うまなざしに感銘を受け、実りのある会とな
りました。同人13名と小さな支部ですが、全道から
の公募を通し新進作家、新人、同人の鋭意作品に精
進し研鑽の場となるよう努力しております。
� （北海道支部長　飯田由美子）
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第
四
十
一
回　
定　
時　
会　
員　
総　
会

日
時　

令
和
元
年
５
月
12
日

午
後
１
時
～
３
時

場
所　

国
立
新
美
術
館
講
堂

　

出
席
会
員
２
０
４
名
（
委
任
状

出
席
94
名
）
に
よ
り
総
会
成
立
が
、

塙
事
務
局
長
よ
り
報
告
さ
れ
た
。

出
席
理
事

　

田
中　

良　
　

生
方
純
一

　

川
内　

悟　
　

松
室
重
親

　

菅
原
二
郎　
　

吉
野　

毅

　

中
島
敏
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中
原
史
雄

　

黒
川
彰
夫　
　

西　

健
吉

　

山
中
宣
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香
川　

猛

　

大
隈
武
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小
田
信
夫

　

登
坂
秀
雄　
　

島
田
紘
一
呂

出
席
監
事

　

尾
崎　

功　
　

木
戸
征
郎

　

前
田
耕
成

　

定
款
17
条
に
基
づ
き
、
田
中
理

事
長
を
拍
手
に
よ
り
議
長
に
、
定

款
20
条
に
基
づ
き
、
生
方
常
務
理

事
、
菅
原
常
務
理
事
を
拍
手
に
よ

り
議
事
録
署
名
人
に
選
任
し
、
議

案
に
つ
い
て
審
議
を
行
っ
た
。

第
１
号
議
案

平
成
30
年
度
事
業
報
告

生
方
常
務
理
事
が
別
紙
議
事
資
料

を
読
み
上
げ
な
が
ら
、
平
成
30
年

度
事
業
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
報

告
が
行
わ
れ
た
。

第
２
号
議
案

平
成
30
年
度
決
算
承
認
の
件

川
内
常
務
理
事
よ
り
別
紙
議
事
資

料
の
財
務
諸
表（
貸
借
対
照
表
、
正

味
財
産
増
減
計
算
書
、
そ
の
内
訳

書
、
財
産
目
録
）を
基
に
説
明
が
あ

り
、
同
決
算
に
関
す
る
監
査
結
果

が
尾
崎
監
事
よ
り
報
告
さ
れ
、
平

成
30
年
度
決
算
は
承
認
さ
れ
た
。

第
３
号
議
案

２
０
１
９
年
度
事
業
計
画
書
報
告

菅
原
常
務
理
事
が
別
紙
議
事
資

料
を
読
み
上
げ
な
が
ら
説
明
を
加

え
、
２
０
１
９
年
度
事
業
計
画
報

告
が
行
わ
れ
た
。

第
４
号
議
案

２
０
１
９
年
度
正
味
財
産
増
減
予

算
書
報
告

川
内
常
務
理
事
よ
り
、
別
紙
議
事

資
料
に
基
づ
き
、
２
０
１
９
年
度

収
支
予
算
案
、
資
金
調
達
及
び
設

備
投
資
の
見
込
み
は
な
い
事
な
ど

の
説
明
・
報
告
が
行
わ
れ
た
。

第
５
号
議
案

内
閣
府
立
ち
入
り
検
査
報
告

平
成
31
年
２
月
７
日
に
行
わ
れ
た

内
閣
府
立
ち
入
り
検
査
に
つ
い
て

報
告
が
行
わ
れ
た
。

生
方
常
務
理
事
よ
り
役
員
報
酬
規

定
の
改
正
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

改
正
案
は
承
認
さ
れ
た
。

以
上
で
議
事
は
終
了
し
、
議
長
は

こ
れ
を
以
て
閉
会
を
宣
し
た
。

◆
絵
画
部
会

　

総
会
閉
会
後
、
引
き
続
き
講
堂

に
お
い
て
絵
画
部
会
が
開
か
れ
た
。�

　

部
会
検
討
事
項
等
の
配
布
資
料

に
基
づ
き
説
明
、
今
後
の
方
針
の

検
討
、
確
認
が
な
さ
れ
た
。
開
催

会
場
移
転
の
機
に
行
わ
れ
た
規
約

変
更
、
審
査
制
度
改
革
な
ど
新
体

制
か
ら
10
余
年
を
経
て
、
更
に
出

品
者
減
少
、
高
齢
化
な
ど
状
況
変

化
の
統
計
表
推
移
に
基
づ
き
検
討

す
べ
き
諸
問
題
に
つ
い
て
、
参
考

意
見
を
集
約
す
る
べ
く
絵
画
部
会

ア
ン
ケ
ー
ト
が
実
施
さ
れ
た
。�

　

更
に
春
季
展
の
状
況
、
１
０
４

回
展
の
審
査
に
あ
た
っ
て
、
会
員

推
挙
の
現
状
問
題
な
ど
、
会
員
の

発
言
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
。

　

検
討
委
員
会
の
立
ち
上
げ
が
考

慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
今

後
の
課
題
に
つ
い
て
問
題
意
識
を

持
つ
こ
と
や
発
言
す
る
場
が
あ
る

こ
と
に
意
味
が
あ
る
だ
ろ
う
。
統

計
・
資
料
を
理
解
し
問
題
を
共
有

し
、
引
き
続
き
討
議
し
て
い
く
基

と
し
た
い
。

◆
彫
刻
部
会

　

定
時
会
員
総
会
後
、
彫
刻
部
会

が
開
催
さ
れ
た
。
新
会
員
の
紹
介

後
、
彫
刻
部
会
計
報
告
が
さ
れ
、

了
承
さ
れ
た
。

　

展
示
委
員
会
か
ら
は
春
季
展
の

反
省
が
報
告
さ
れ
、
絵
画
部
と
の

融
合
展
示
に
関
し
て
今
年
も
熱
心

に
話
し
合
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
オ
ー
プ
ニ
ン
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ト
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（
担
当
信
時
会
員
）
の
実
施
や
キ
ャ

プ
シ
ョ
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・
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の
仕
様
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更
、
英
字
表
記
や
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写
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と
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も
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た
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に
も
Ｑ
Ｒ
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付
な
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々
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み
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今
年
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よ
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す
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が

阿
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事
務
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た
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最
後
に
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・
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ラ
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・
二
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彫
刻
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の
日
程
と
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担
、
事
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作
業
の
今
後
に
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一
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五
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第
44
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展
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六
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第
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展
特
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一
九
六
八
年　

第
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回
展
会
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推
挙
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七
四
年　
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回
展
会
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特
賞

一
九
七
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年　

第
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展
会
員
推
挙

一
九
八
八
年　

第
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回
展会

員
努
力
賞
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一
九
年
二
月
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十
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日
逝
去

享
年
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歳
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第
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展
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品
作

　
　
　

絵
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部
会
員

　
　

片
岡　

洋
一�

氏
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一
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第
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回
展

初
入
選
・
特
選

一
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五
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年　

第
44
回
展
会
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推
挙

一
九
七
〇
年　

第
55
回
展
会
員
推
挙

一
九
八
一
年　

第
66
回
展会

員
努
力
賞

一
九
九
九
年　

第
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回
展

内
閣
総
理
大
臣
賞

二
〇
一
八
年
十
一
月
一
日
逝
去

享
年
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歳

化
女
馬（
ケ
ニ
ョ
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マ
）　

Ｆ
１
０
０

　

第
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回
展
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作
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刻
部
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員
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田　
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氏
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一
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六
五
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第
50
回
展
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一
九
六
九
年　

第
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回
展
特
選

一
九
七
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年　
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56
回
展
会
友
推
挙
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九
七
三
年　
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回
展
会
友
特
賞
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七
五
年　
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回
展
会
員
推
挙
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四
年　

第
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員
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力
賞
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〇
一
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年
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月
二
十
五
日
逝
去
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年
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歳
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燦　

第
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回
展
出
品
作

二
〇
一
八
年
十
月
二
十
二
日
逝
去

享
年
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歳

略
歴
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〇
〇
四
年　

第
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回
展
初
入
選

二
〇
一
四
年　

第
99
回
展
特
選

二
〇
一
五
年　

第
100
回
展
会
友
推
挙

　
　
　

絵
画
部
会
友

　
　

奥
山　
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男�

氏

訃　報

二
〇
一
八
年
七
月
十
八
日
逝
去

享
年
83
歳

略
歴

一
九
八
三
年　

第
68
回
展
特
選

一
九
八
七
年　

第
72
回
展
会
友
推
挙

二
〇
〇
二
年　

第
87
回
展
会
友
賞

　
　
　

絵
画
部
会
友

　
　

岩
崎　

五
郎�

氏

訃　報

　

４
部
門
（
絵
画
、
彫
刻
、
デ

ザ
イ
ン
、
写
真
）
の
コ
ラ
ボ
展

示
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
、
今

回
で
５
回
目
と
な
り
、
観
客
の

皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

企
画
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
昨

年
ま
で
の〈
ネ
コ
、
い
ぬ
、
花
〉

の
テ
ー
マ
に〈
鳥
〉が
新
た
に
加

わ
り
ま
し
た
。
又
好
評
だ
っ
た

犬
テ
ー
ブ
ル
に
加
え
て
、
今
年

は
ネ
コ
テ
ー
ブ
ル
も
参
加
し
て

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
会
場

が
出
来
上
が
り
ま
す
。
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
の
缶
バ
ッ
チ
、
参
加

会
員
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
大
型
缶
バ

第
１
０
４
回
二
科
展　
コ
ラ
ボ
展
示
の
ご
案
内

ッ
チ
を
今
回
も
継
続
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。
今
回
は
新
た
な
コ
ラ
ボ
企

画
と
し
て
、
起
き
上
が
り
こ
ぼ

し
に
絵
付
け
や
加
工
を
し
た
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
フ
ラ
ン
ス
・
ス

ペ
イ
ン
・
イ
タ
リ
ア
等
か
ら
の

海
外
作
品
、
ソ
シ
エ
テ
・
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
デ
・
ボ
ザ
ー
ル
作

家
作
品
、
著
名
人
、
有
名
人

な
ど
の
作
品
１
０
０
点
ほ
ど

と
、
二
科
会
会
員
の
作
品
約

１
０
０
点
の
起
き
上
が
り
こ
ぼ

し
が
コ
ラ
ボ
展
示
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
別
企
画
の
キ
ッ
ズ
ゲ
ル

ニ
カ
の
、
二
科
会
会
員
指
導
で

福
島
の
子
供
達
が
画
い
た
作

品
は
館
内
展
示
で
、
海
外
の

子
供
達
の
描
い
た
作
品
は
野

外
展
示
会
場
に
展
示
予
定
で
、

２
階
３
階
の
コ
ラ
ボ
展
示
会

場
の
窓
か
ら
俯
瞰
出
来
ま
す
。

今
回
は
色
々
な
盛
り
だ
く
さ

ん
の
企
画
の
コ
ラ
ボ
展
示
、
た

っ
ぷ
り
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

（
島
田�

絋
一
呂
）

　

ピ
カ
ソ
の
名
作「
ゲ
ル
ニ
カ
」

と
同
じ
サ
イ
ズ
の
大
作
を
子

供
た
ち
が
共
同
で
描
く
こ
と

で
、
世
界
に
平
和
と
希
望
を

発
信
し
交
流
し
て
い
こ
う
と
い

う
も
の
で
、
発
想
や
表
現
の

自
由
さ
、
描
く
楽
し
さ
を
通

し
て
世
界
の
子
供
た
ち
と
の

交
感
の
場
を
と
い
う
「
キ
ッ
ズ

ゲ
ル
ニ
カ
」
の
精
神
に
基
づ
い

た
国
際
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　

二
科
会
キ
ッ
ズ
ゲ
ル
ニ
カ

実
行
委
員
会
で
は
、
こ
の
企

画
の
趣
旨
を
理
解
し
参
加
希

望
を
表
明
し
、
子
供
た
ち
に

貴
重
な
体
験
を
さ
せ
た
い
と

い
う
、
福
島
県「
な
み
え
創
成

■
特
別
展
示

「
キ
ッ
ズ
ゲ
ル
ニ
カ
」
国
際
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
コ
ラ
ボ

小
・
中
学
校
」
の
熱
意
に
こ
た

え
て
、「
世
界
の
空
へ
」
の
制

作
を
援
助
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

作
品
は
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト

に
ア
ク
リ
ル
絵
の
具
で
描
き
、

サ
イ
ズ
は
７
・３
５
×
３
・３

メ
ー
ト
ル
。
６
月
12
・
13
日
の

二
日
間
、
同
校
の
体
育
館
で

制
作
し
ま
し
た
。

　

今
回
描
か
れ
た
作
品
は
、

第
１
０
４
回
二
科
展
の
会
場

に
展
示
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

海
外
な
ど
で
描
か
れ
た
作
品

も
野
外
展
示
場
に
数
点
展
示

し
ま
す
。�

（
生
方�

純
一
）

◆出品者の方へ◆

出品規約、搬入目録等は
二科展ドットコムで閲覧、
ダウンロードできます。

▶http://www.nikaten.com/

◆
絵
画
部
作
品
研
究
会

９
月
４
日（
水
）12
：
00
～

　

会
員
が
出
品
者
作
品
の
前
で

質
問
を
受
け
な
が
ら
行
う
合
評

形
式
の
研
究
会
で
す
。
次
へ
の

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
向
け
て
是
非

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
彫
刻
部

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
ト
ー
ク

９
月
４
日（
水
）11
：
00
～

　

第
１
０
４
回
展
受
賞
者
、
会

員
推
挙
、
会
友
推
挙
者
の
紹
介

を
い
た
し
ま
す
。
制
作
者
の
ト

ー
ク
を
彫
刻
作
品
鑑
賞
に
お
役

立
て
く
だ
さ
い
。

◆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

絵
画
部
▽

　
　

９
月
７
日（
土
）・
８
日（
日
）

　
　
　
　

14
日（
土
）・
15
日（
日
）

13
：
00
～

　

彫
刻
部
▽

　
　

９
月
８
日（
日
）15
：
00
～

　

デ
ザ
イ
ン
部
▽

　
　

９
月
８
日（
日
）11
：
00
～

　

写
真
部
▽

　
　

９
月
７
日（
土
）13
：
30
～

　
　
　
　

８
日（
日
）10
：
30
～

　

会
員
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ん
だ
作

品
を
判
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

な
か
な
か
聞
け
な
い
話
も
多
く

鑑
賞
の
楽
し
み
が
増
え
ま
す
。

◆
特
別
展
示
企
画

ウ
ク
ラ
イ
ナ
作
家
と
の
交
流
展

　

国
際
文
化
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
運

動
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
ト
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と

二
科
展
作
家
と
の
交
流
展
示
を

い
た
し
ま
す
。
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◆
例
年
は
萌
え
る
新
緑
の
眩
し

い
上
野
公
園
で
す
が
、
今
年
は

会
期
中
に
も
名
残
の
桜
が
見
ら

令
和
元
年
六
月
三
十
日
発
行

　
　
　

公
益
社
団
法
人   

二  

科  

会

〒
１
６
０
―
０
０
２
２

 

東
京
都
新
宿
区
新
宿
４
―
３
―
15

 

レ
イ
フ
ラ
ッ
ト
新
宿　

５
０
１
号
室

　
　

  

電
話 

０
３
（
３
３
５
４
）
６
６
４
６

　
　

  

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
（
３
３
５
４
）
４
７
６
８

編
集
委
員

 

委
員
長 

（  ）絵 

野　

村　

み
そ
ら

 

委　

員 

（  ）絵 

田　

川　

絵　

理

 
 

〃 

〃 

尾　

崎　

ゆ
き
子

 
 

〃 

〃 

谷　

口　

貞　

久

 
 

〃 

（  ）彫 

廣　

瀬　

友　

彦

 
 

〃 

〃 

宮　

澤　

光　

造

か
ら
多
く
の
国
の
人
に
「
福
島

を
忘
れ
な
い
」
起
き
上
が
り
こ

ぼ
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
、
発
信
し
続
け
て
お
ら
れ
る

服
飾
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
高
田
賢
三

様
に
は
各
企
画
の
実
現
に
多
大

な
る
ご
尽
力
を
頂
き
、
ま
た
、

二
科
会
の
義
援
活
動
の
趣
旨
に

ご
賛
同
頂
い
た
、
キ
ッ
ズ
ゲ
ル

ニ
カ
国
際
子
ど
も
平
和
壁
画
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
代
表
・
大

妻
女
子
大
学
教
授
の
金
田
卓
也

様
と
の
出
会
い
で
は
、
ア
ー
ト

の
力
で
世
界
に
発
信
す
る
き
っ

か
け
を
頂
き
ま
し
た
。
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

福
島
県
浪
江
町
で
の
キ
ッ
ズ

ゲ
ル
ニ
カ
作
品
は
、
現
地
の
福

島
支
部
長
・
須
田
美
紀
子
会
員

の
綿
密
な
下
準
備
も
あ
り
、
生

方
常
務
理
事
を
団
長
に
、
理
事

の
先
生
方
の
阿
吽
の
呼
吸
の
指

導
で
無
事
大
作
が
完
成
す
る
事

が
で
き
ま
し
た
。
子
供
達
は
山

を
見
れ
ば「
富
士
山
だ
ぁ
」と
大

声
を
あ
げ
、
丸
を
描
け
ば
「
ド

ー
ナ
ツ
食
べ
た
～
い
」
と
笑
い

を
誘
い
、
絵
画
の
テ
ク
ニ
ッ
ク

を
披
露
す
る
と「
す
ご
～
い
」と

す
ぐ
に
吸
収
し
実
践
。
初
め
て

の
ア
ク
リ
ル
絵
の
具
と
格
闘
し

な
が
ら
富
士
山
の
そ
び
え
る
大

空
に
、
な
み
え
の
絆
を
し
っ
か

り
結
ん
で
描
き
上
げ
ま
し
た
。

校
長
先
生
が
で
き
あ
が
っ
た
作

品
を
見
て「
こ
の
作
品
が
な
み
え

に
戻
っ
て
来
て
欲
し
い
な
ぁ
」と

★	二科ニュースweb入稿用アドレス	：	newsnika@gmail.com

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

　

事
務
局
だ
よ
り

編
集
後
記

　

平
成
か
ら
令
和
に
移
る
今
年

に
入
っ
て
か
ら
の
数
ヶ
月
、
実

に
色
々
な
事
が
あ
り
ま
し
た
。

事
務
局
に
は
多
く
の
事
柄
が
扇

の
要
の
よ
う
に
集
ま
り
、
理
事

長
・
常
務
理
事
・
理
事
会
で
の

判
断
を
仰
ぎ
な
が
ら
情
報
を
皆

様
に
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

二
月
、
公
益
社
団
法
人
二
科

会
に
な
っ
て
二
度
目
の
内
閣
府

立
入
検
査
が
あ
り
ま
し
た
。
事

業
と
経
理
に
つ
い
て
の
ご
指
導

は
、
二
科
展
を
所
管
す
る
公
益

社
団
法
人
と
し
て
、
そ
の
役
割

の
大
き
さ
を
再
確
認
い
た
し
た

次
第
で
す
。

　

現
在
、
二
科
展
は
単
一
組
織

で
開
催
す
る
展
覧
会
で
は
な
く

「
公
益
社
団
法
人
二
科
会
」
が
核

と
な
っ
て
管
理
し
、
一
般
社
団

法
人
二
科
会
デ
ザ
イ
ン
部
と
一

般
社
団
法
人
二
科
会
写
真
部
の

二
科
展
参
加
を
承
認
し
て
開
催

し
て
い
ま
す
が
、
各
法
人
内
部

や
法
人
相
互
の
嘘
の
な
い
信
頼

関
係
の
積
み
重
ね
が
何
よ
り
大

切
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

１
０
４
回
展
は
国
外
か
ら
の

オ
フ
ァ
ー
も
あ
り
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
大
使
館
、
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
、

ス
ペ
イ
ン
大
使
館
、
イ
タ
リ
ア

大
使
館
の
後
援
名
義
も
頂
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
３
・
11
か

ら
の
二
科
会
の
義
援
活
動
と
は

形
は
違
い
ま
す
が
、
フ
ラ
ン
ス

（絵画） （彫刻） 展示者数 展示点数

会員 151名 151点 52名
（会友9名を含む）

52点
（会友9点を含む）

203名 203点

選抜者 29名
（賞3名）

29点 8名 8点 37名 37点

計 180名 180点 60名 60点 240名 240点

2019春季二科展の展示者数と展示点数
会場：東京都美術館　　会期：2019年4月17日〜4月24日

第
104
回
二
科
展　
日
程
表

８
月

22
日（
木
）�
搬
入（
業
者
・
個
人
）

23
日（
金
）�
搬
入（
個
人
）16
時
ま
で

24
日（
土
）～
27
日（
火
）�
審
査

28
日（
水
）�

入
落
通
知
発
送

30
日（
金
）～
31
日（
土
）

�

業
者
選
外
作
品
搬
出

９
月

1
日（
日
）�

選
外
作
品
搬
出［
彫
刻
］

2
日（
月
）～
3
日（
火
）

�

個
人
選
外
作
品
搬
出

3
日（
火
）�

展
示
日

4
日（
水
）�

展
覧
会
初
日

�

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
10
時

�

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ト
ー
ク

�

［
彫
刻
］11
時

�

作
品
研
究
会

�

［
絵
画
］12
時
～
14
時

�

授
賞
式
14
時

�

祝
賀
会
18
時

７
日（
土
）�

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

�

［
絵
画
］13
時

８
日（
日
）�

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

�

［
絵
画
］13
時

�

［
彫
刻
］15
時

10
日（
火
）�

休
館
日

13
日（
金
）�

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
18
時

14
日（
土
）�

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

�

［
絵
画
］13
時

15
日（
日
）�

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

�

［
絵
画
］13
時

16
日（
月
）�

展
覧
会
最
終
日

�

14
時
ま
で

�

搬
出［
彫
刻
］

17
日（
火
）�

搬
出［
絵
画
・
彫
刻
］

18
日（
水
）�

搬
出［
絵
画
］　

■
二
科
富
山
支
部
発
足

　

富
山
県
内
の
二
科
展
出
品
者

（
絵
画
14
名
・
彫
刻
１
名
・
デ
ザ

イ
ン
３
名
）で
二
科
富
山
支
部
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

18
名
と
少
人
数
で
す
が
、
お

互
い
を
高
め
、
令
和
の
歩
み
と

共
に
成
長
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
方
の
ご
指
導
を
お
願
い

し
ま
し
て
、
設
立
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。�

（
柳
田�

邦
男
）

■
短
信

　

若
手
作
家
の
た
め
の
公
募
、

日
動
画
廊
・
第
54
回
昭
和
会
展

に
、
髙
木
陽
会
友
、
Ｕ
35
大
槻

美
菜
実
さ
ん
の
作
品
が
入
選
さ

れ
ま
し
た
。

　

次
世
代
の
作
家
の
広
い
視
野

で
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

■
第
１
０
４
回
二
科
展

　
　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
小
品

ご
協
力
の
お
願
い

　

絵
画
部
会
員
デ
ッ
サ
ン
額
小

品
は
好
評
で
す
。
カ
ッ
ト
内
寸

サ
イ
ズ
14
・
５
㎝
×
９
・４
㎝
、

デ
ッ
サ
ン
額
に
収
ま
る
厚
さ
で

画
材
自
由
。
審
査
会
当
日
に
広

報
担
当
ま
で
。
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

■
ご
注
意

　

会
員
出
品
作
品
は
裏
木
枠
に

ヒ
ー
ト
ン
装
着
を
お
忘
れ
な
く
。

（
未
装
備
作
品
は
業
者
か
ら

請
求
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

れ
ま
し
た
。
◆
春
季
３
賞
は
本

展
規
約
を
超
え
た
大
作
画
面

を
ま
と
め
た
会
友
２
名
と
一
般

出
品
者
１
名
が
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
◆
１
０
３
回
二
科
展
巡
回

展
は
、
会
場
改
修
な
ど
で
５
都

市
で
の
開
催
。
各
巡
回
地
独
自

の
催
事
や
会
場
の
報
告
で
す
。

◆
１
０
４
回
展
を
前
に
、
各
地

で
は
支
部
展
、
研
究
会
の
開
催

が
あ
り
ま
し
た
。
東
北
連
合
展

や
北
海
道
支
部
な
ど
回
を
重
ね

支
援
の
成
果
の
上
が
る
支
部
展
、

ま
た
、
熊
本
・
長
崎
合
同
展
な

ど
の
心
強
い
支
部
活
動
報
告
で

す
。
一
方
、
会
員
不
在
や
出
品

者
が
少
な
い
支
援
地
区
の
現
状

を
担
当
理
事
か
ら
。
◆
Ｑ
＆
Ａ

は
全
国
公
募
の
二
科
展
の
礎
と

な
る
支
部
組
織
に
つ
い
て
、
総

務
理
事
に
回
答
い
た
だ
き
ま
し

た
。
新
出
品
者
や
同
人
方
々
に

ご
案
内
く
だ
さ
い
。�

（
Ｎ
）

呟
い
て
お
ら
れ
た
の
が
印
象
的

で
し
た
。

　

悲
惨
な
報
道
を
多
々
耳
に
す

る
昨
今
、
人
へ
の
思
い
や
り
の

心
が
何
よ
り
大
切
だ
と
つ
く
づ

く
感
じ
て
い
ま
す
。

事
務
局
長　
　

塙　

珠
世


